




は じ め に
本稿は，アフマド・イブン・ファドル・アッラー・ウマリー（Ah・mad Ibn Fad・l Allāh al-
ʻUmarī）著『高貴なる用語の解説』（aˡ︲Ｔaʻｒīｆ　ｂｉ︲aˡ︲ⅿｕｓｔ・・aˡa・ʰ　aˡ︲šaｒīｆ　以下『高貴なる用語』
と略）のアラビア語原典からの日本語訳注である。本稿には，al-Droubi の校訂本167頁 ₁ 行
目から187頁末までのテキストに対する訳注を掲載する。著者および本書とそのテキストな
どに関しては，訳注（ ₁ ）の「はじめに」を参照されたい。































































































3 ）　ハディース（ブハーリー）： ₁ 巻59頁。預言者の質問に対して，その場で最年少であったこと
を理由にイブン・ウマルが答えるのを控えたが，その答えは預言者のものと同じであったとい









































l の後の tāʼ marbūt・a は誤植。正しくは hāʼ である。
5 ）　前半の装束は軍人を，後半は文人を示している。文脈上は後半部分が重要で，文人には不正
がつきものであるという意味か。








































































13）　h・aqqu kulli fardin fardin min al-ǧumhūri.  校訂テキストでは下線部は f-r-d－と綴られているが，
この綴りでは文脈に合う語が見つからない。D ₁ と S ₂ 以外の諸写本およびベイルート版156頁
に従い，本注冒頭に掲げたように読んだ。
14）　h・add－－ara Allāhu man akala māla-hum （=al-aytām）. 下線部を min akli māli-him と読み「神は
…孤児たちの財を食らわぬようにと警告している」と訳すこともできる。前者の読みを示して
いるのは S ₁ 写本［f. 115b］で，後者は D ₁ ［f. 106b］，Sh［f. 92b］の ₂ 写本とベイルート版
156頁に見られる。






































































20）　ʻamīm.  この語を ʻaz・īm（大きな）とする写本もある［校訂：172頁注21］。





23）　校訂テキストには abū-hu Abū H・anīfa とあるが，諸写本から ubūwat Abī H・anīfa と読む。な
お「集わせ」と訳した動詞は，校訂テキストでは yaǧmaʻu とあり，主語は男性名詞となる。し













































26）　校訂テキストには baʻd・an とあるが，校訂注19およびベイルート版158頁に従い baġd・āʼ と読ん
で訳した。
27）　ʻamal.  マーリク派における地域の法的な「慣行」を指す言葉［堀井聡江 2004：73－79頁］。
28）　li-yastaqirra bi-him al-nawā.  Ｄｏｚｙ［v. 2：748］に「旅の終わりが彼に休息を与えた」との訳
文があり，ここではカーディーに対する指示であるという文脈を踏まえ，上記の訳文とした。




































31）　Abū Dāwūd の Ｓｕｎaｎ および Ibn H・anbal の Ｍｕｓｎaｄ にこのハディースが収録されている［研
究篇：208頁］。ただしハディースでは「主」ではなく「神（Allāh）」と明記されている。
32）　神の位置や方向性に関するクルアーンの表現は，字義通り擬人的に捉えてはならないという
のが多数派の見解である。しかしハンバル派の Ibn Taymīya は神の方向性についての表現を字





ｂāｔ　aˡ︲ɡ̌ｉʰa を書いており，Ｔ・aｂaｑāｔ╱Ｓｕｂｋī［ v. 9：35－91］にその全文が収録
されている［Ａｓⅿāʼ/ʜaｄｄaｄ 1999：89］。この指示部分はそうした論争を踏まえたものであると
考えられる。イブン・タイミーヤが擬人神観を持つとして非難されたことについては以下を参
照［“Ibn Taymiyya,” EI2；シャリーアによる統治： ₉ 頁］。
33）　校訂テキストには illā sawt・un bi-al-h・arfi illā h・atfun とあるが，諸写本およびベイルート版159


























34）　mih・na.  アッバース朝初期に行われた異端審問。第 ₇ 代カリフ = マームーン（在位189～218╱
813～833年）に始まり，第10代カリフ = ムタワッキル（在位232～247╱847～861年）の時代に
終わる［「ミフナ」『岩波イスラーム辞典』］。






38）　al-Marīsī.  ムルジア派の神学者。218╱833年没［“Bishr b.  Ghiyāth al-Marīsī,” EI2］。
39）　校訂テキストにはないが，全ての写本には bi-hi があるので補った。
40）　Ah・mad Ibn Abī Duʼād.  240╱854年没。ムータズィラ派神学者にしてカーディー。イブン・ハ
ンバルに対するミフナで中心的な役割を担った［“Ah・mad b.  Abī Duʼād,” EI2］。
41）　al-Maʼmūn.  アッバース朝第 ₇ 代カリフ。在位189～218╱813～833年。
42）　al-Muʻtas・im.  アッバース朝第 ₈ 代カリフ。在位218～227╱833～842年。
43）　al-Wāt
－
iq.  アッバース朝第 ₉ 代カリフ。在位227～232╱842～847年。





















































































52）　難解な箇所。校訂テキストでは aʻlā の語末を alif mamdūda で表記しているが，正書法上無理
がある。ここでは alif maqs・ūra で比較級として読んだが，底本から aʻlāman takūnu と読む可能
性も指摘したい。この場合，神への畏れが「戦争の旗の上に立つ旗でない限り」という訳になる。
53）　muh・tasib.
54）　h・isba. 校訂テキストでは h・asaba-hu とあるが，これでは直前の文末にある rutba（職位）と脚
韻を踏むことができない。
55）　ヒスバとは元来，「善を命じ悪を禁じる」というムスリムの宗教義務のことを意味した。
56）　bāʻ.  尋。両手を広げた長さで約 ₂ メートル［Hinz 1970：54］。
57）　d
－

































58）　ʻallaqa.  この語が「精錬する」という意味で用いられることについては，Ehrenkreutz 1953







62）　t・urqīya.  路上で医療行為をしたり薬品を売ったりする者を意味する t・urqī［Ｄｏｚｙ, v. 2：39］
の集合名詞形であろう。
63）　d・ummān.  d・āmin の複数形［Ｄｏｚｙ, v. 2：14］
64）　校訂テキストでは al-t・arīqa とあるが，諸写本およびベイルート版163頁に従い al-t・urqīya と読
んだ。


















































at・īb,” EI ₂ ］。







































81）　Ibn H・anbal の Ｍｕｓｎaｄ に収められたハディースを基にした表現［研究篇：211頁］。























































































91）　mut・raf al-qūwa.  門弟たちが身につけた能力の喩えか。








































96）　『クルアーン』から三つの句（18章110節， ₉ 章31節，39章 ₄ 節等）が引用されている。



































104）　ジャーヒリーヤ時代の詩人 Muʻaqqir b. Aws の詩を踏まえた表現［研究篇：213頁］。詩的表
現であるため意訳をしているが，原文では主語は彼ではなく「彼が遠く旅先にあること
（ġurbat-hu）」である。
105）　ジャーヒリーヤ時代の詩人 Imruʼ al-Qays の詩の一節［研究篇：213－214頁］。
106）　校訂テキストでは bi-hi min が欠落しているが，ベイルート版167頁や底本をはじめとする各
写本に従い補った。




109）　校訂テキストでは bi-himā となっているが，bi-hā の誤植である。































111）　sayyid šarīf.  預言者ムハンマドの直系子孫および一部の傍系親族に対する一般的尊称。サイ
イドの原義は「主人」，シャリーフという語自体の意味は「高貴な〔者〕」。いずれか一方だけ
を用いることも多い［「サイイド」「シャリーフ」『岩波イスラーム辞典』］。
112）　naqīb al-sāda al-ašrāf.  サイイド（シャリーフ）を代表する者。 ₉ 世紀半ばに制度化され，ス
ンナ派・シーア派のいずれにおいても重きをなした［「ナキーブ」『岩波イスラーム辞典』］。












































120）　Yawm al-Saqīfa.  Abū Bakr がカリフに選出されたことを指す。
121）　［Yawm］al-Ǧamal.  36╱656年に生じた ʻAlī の軍と，ʻĀʼiša, Zubayr, T・alh・a の ₃ 教友の軍によ
る戦い。












































130）　校訂では，fī taqdīm man taqaddama（先立つ人を先に出すことにおいて）となっているが，
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